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2003年度国際交流 レビュー

4 (U1043/11) 
月 外国人のための日本語講座

毎週木昨日日の伎にi!i内近隣il'l:1の外何人約30名が、協
会ボランティアのJ行場により日本訴を学んでいます。JR導に
あたるのは日本初ボランテイア養成講嵯なとの修了者で、毎

回工夫を凝りした航鋭的な綬業を展開しています。生徒は、

初級2クラス中級 l クラスのレベル~Ijに分かれ、同tl;-も年齢

もさまさまですが、和やかな雰l出気のq:lで熱心lニザんでいます。

:~盟 ・r、.

15宍会話tティー
・噌ナ・ 曹曹i

〈授業風照〉

f唱害相 変巷 ゆ で
私1a:2003;:;'J I月に日本に来て、翌"'2月にこめ日本語教室!こ入り、 日本信脇座の友好由to雰囲気のおηげで、日本!!i在勉強す§こと
いろいろ厄勉強をしています，日本語'''10亡壱挺しいです，控誕の 'àとてそ5~しくτ面白いで'f.文志白勉強，.かりで厄く、文化や習慣、

申亡、解SBいところがあり「克主 .1"こ乙がわかリまピん!Jと 祉会について右目立ま'f.蹴巨でち峰々厄人がいるので、いるいう
聞くと、売主"'優しく鍛え亡くnます.私協それか5日本樋製室。 6置のことち目立吾司1定住があって定通ちでさま宅r.令耳目率直
讃しく亡楽しく亡百日勉強があった5r，j-ーと思っていまザ， 崎庄でたく之んのこζ在学べ吾こζ在たのしai'こしていま苛!! 

初拙クラス李継柾さん(中国) 中級クラス 工リンレイこさん(アメリカ)

学回芭回遭った環'"の中で阜く日本白王涯に慣n、日 日本語腕座主め害加盟国や目栂''''華々 で習が、との人ち字国頼猷'"大変高く、日
本人と伸畏く芯りた1.1C-王懸命に日本館在勉強しτ 剣!こ日本語習得!こ詔刀していま守，モnr.:(71こ、侵築の涯め巧に'"苦労守るとこ
います。モん思外国人の祖に立τ!t5と活動を続けて るで、拐しい望奨でわかりやすく餓鳴し、どうでrn広正しく理解してちうえ毒刀、
います，しかし日11'3‘直摂由日以外で"'学習芭由，g日 回目白教案つくりにか日り由国間enやしていまず。しかし、モnl1胃時に私達
にのnおい時ちありま耳r.日本人と外国人前EいかE のやりがいにち日っτいま'f.控罰のあと、宇宙芭の満足けでにこやrJ'こ師号安
に庄おや守い旬に起るよう!こ、i也項目皆之んにち理解 在毘ると芝、安I喜の買持ち刀Eがりますー
と困ったときに協手間l7eお願いしたいでず抱。

中級クラス担当絹師稲岡安則さん

に
初級ヲラス担当蹴Cffi 大詰 {王子さん 、』

4Ji i叩 -5/日)月 ワイタケレ市学生訪問団来訪

ニュージーランドの姉妹都市より引率者2名と学当 11名が加古
川市を訪問、ホームY、テイしました。滞在中は市内市外見学をす

るほか、別府西小学校氷丘中学校を訪IIIJし授業参加やクラブ

活動体験、昼食を共にするなど交流を図りました。お11いに同世
代の外国人と触れあえたことはよい刺激となり、大変1't:mな経験
となったようです。Jf:いようで短かった2J!!lHH、たくさんのlUいH.lを
持って帰国しました。兎<!t同級に温かくもてなしていただいたホ
ストファミリ の皆綿にお礼巾しあげます。

4月
桂林市女性代表団来訪 (4/3-4/日)

ft;lj市長をはじめ、制林市の第一線でì，~附されている8名の女性代表l可|を

迎え入れました。施設凡宇や学校訪問、女性日1体との交流など大変可f古義
なi時IIUを過ごし帰国されました。

桂林市友好代表団来訪 (日/日)

SHには市長をはじめとする14名の代表111が加古川市を訪問、Tlil(糾院
等見学されました。位、ι)'を中'L、とLて始まった加古川 相林岡市の友好交流
も l Sjj:: 目を迎え、年初にその~Q官の}止を深めています。今回の訪川により、

両-mの友好親許が!liに深まり、より-'IO発脱することでしょう。



2003年4月~2003年8月
5月 加古川市・マリンガ市姉妹都市提携30周年記念訪問(5/5-16) 

ブラジル。パラナ州マリンカ(11rとの姉財都市ftt児30問'1ーの節目の!.jー
を記念すべく、21名の訪InJ聞を結成し、さらなる友好交流の促進をIiii
い訪問しました。両市は30年間にわたり教育文化ー経消など数多くの
分野て市T舷的に、また1U尖に交流を重ねてきました。現地では、記念
式典への出町をはじめさまざまな行事へ参加しました。これまでの歴

史を仮り返り、大きな節目の年の感動をEいに分かち合えたことはつLき
な喜びです。

5 ( 5町山/月 語学議座

平成12年度から始まった協会主催の話学講座。41TI11'1の今年
度は、初級中国語・初級ポルトプfル話・初級英会話・中級英会話
をlJfJ講しました。いずれの講座も応募者多数で，jli民の外国j!?

に関する弦識は年々日まっているようです。受鵡生は、外l主l人講
師とのコミュニケーションをとおして、新たな言加を学ぶ楽しきも教

わっています。15剖の講座修了後も、継続して学習したいと熱心

な自主ク'ループも誕生しています。

8月 第12回加古川市青年海外派遣(817-17) 

旬11:"、市内の18-30放の7i年を姉妹都市ブラジルー
マリンガjliへ派遣する恒例事業c今年は団長・引率を

合的11名の団員が参加しました。飛行機を乗り紺;き¥

約301時|出かけて姉妹都市マリンブf市に到帯。4日!日!の

ホームステイ終了後、リオテ'ンヤネイロやイグアスの;竜寺

を見学しました。その後、派遣凶は彼れを見せることな

く次のiW11H地アメリカーロサンゼルスへと向かいました。

8月 第13回加古川市中学生海外派遣(日18-22)

rlf内各中芋校を代表して、12名の派泣生が今'1も姉
妹都市ワイタケレjljを訪IliJしました。ワイタケレ市役所で
の市長らによる温かい歓迎に、少々緊張しながら皆で日

本の歌を1J.Ilu:i:しました。ロトルア一泊旅行では、先住民マ
オリの伝統的な歌と断りのンヨーや、干の毛刈りの桜子な

どを見学。雄大な自快を背長に、椋々な体験と発見の充

実した毎日。別れの日には、ステイ先に今後の交流の約

束とお礼の言葉を述べながら涙ぐむ子も。この11五な経
験と感動をずっと忘れないでいてほしいものです。

アリンがずりJ!!?押扇石1
園‘圃圃圃圃畠田圃圃・岡田園田園圃

前倒)

<担当庭園頭>
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9月 ふれあいティータイム(917) 

今回のゲY、トは， Tlî 内中学校で英語指導員としてÌi~.~tt!され

ているニュージーランド出身のステファンノ〈トラーさん。ニュー

ジーランドのU~:山 生活文化・教育のことや日本との椴々な四

慣の泌いについて、ユ モアを交えて話していただきました。

国技であるラグビーのピデえを見ながら、伝統的な「ハカ」の

解説もJ虫館。そして家族や趣味、夢なと与についてもf山っていた
だき、雌りだくさんの内容となりました。参加者から質問!もたくさ

ん/lIて、心ふれ合う11しいひとときを過ごしました。

1 OJ~ 1(11れあい国際料理講座。月hm11/12212/B20)
l世界各国の自{誌の家庭料理を学ぶこの講hiiも121m目を迫!え、今
回はアイルランド巾悶・ペルータイカナダ科J]J!に挑戦しました。ベ

ルー料製では、lJ;tp.r.;固ならではのじゃがいもを使った新メニューを

開拓。料理をとおして、南米文化やベル の有名な世押遺産につ

いても聞くことができました。fttJな香辛料で有名なタイ利J]J!では、

本坊のグリーンカレーを学びました。ココナツツミルクやナンプラ一、ハ

ープを山川するなど日本のカレーとはまた迫った刊り方で、香りや彩

りも良く、ピリ半!岳がやみつきになりそうという皆の感忽です。すべて

近隣で手に入る食材を仙つてのレシピなので、家出でも味わえますね。

((i> ~ケートð;t))) 
-包囲楽しく拶mできました.とうちありがとうこd;いました.

・ ロンアや北欧r，理ち~んでみたいので針i!JLて欲しい. ・初めての診mで不安でしたが、浸透ちでさ楽しし喝さ悶を過ごすこ
・外国人制師E友遺C俗れ 個人由こまた妻支えてい1とだく約束。で とができ該しに.
きました .次国防イヲリア、フラジ}u、アフリわ利理ち習って砂たいででr.

・ 各固とち 、先互の悶怒し亡くEtった沼紛の信楽主回二~fdからの ・レパ トリ 1Y 1C'l主、モのつど家でち作りました.医回好僻で~ .
料理作リ協クッドアイディア.

l (11m) 1~ チヤツトJlノーム

「拍{j外国人と交流したし、Hもっと気軽にお話したL、。H外I!I
人のお友述がほしい。Jという皆様の要望にお答えして、IHJ刊liが始ま
り毛71I!1て1回目。if1 I主トアメリカカナダタイインドなと7カ1'112人のjlf
国人と、JOlt-60代の日本人26人が参加し、いろいろな話姐が飛び
交い、情報交換や2、しいおしゃべりに花が咲いていました。参加者
全H、身近な国際究流を件、l出し、刺激的で充実したH山日iを過ごせた
ようです。四を1刊すーごとに、より多くの方に参加していただき、凶際交
流に|問心を*1'っきっかけの坊となっていってほしいです。

Etc 

国際王J!ii1C興味かあり、芭回議しみにしτいます.会沼全
l̂1l'匂こやか尽雰囲賢母のでフレンドリ 仁会2告ができま
した.日本語盟じりの突闘中国隠で号、まったくQKですよ.

とくごんの人とお区して、自分のわから芯い日本①笥慌の乙
ιについ亡、いろい吾情栂在得るこζかできました.&対応
臣圏の紹介在し止り .ここで友達に匂った人と、今ちメー
んのやりとり在突しんでいま'!.また是非参加d たいです.

高見爽佐夫さん クア:/}vアンジットマンさん{タイ)



2003年9月-2004年3月
l月日本語教育ボランティア養成講座開講( 111日・25・2/18-317・14)

外国人に日本間を教える指導者を義成する講!主です。

以下にI肢の開講でユすが、51々応募者はWIえています 。講

義は、日本語教育機附で広く他われている教科告をJTjい

て、文法や拙文のポイントを媒介請を使わずに教える力

話、等を学習し、外国人に参加してもらっての悦擬綬業を

行うなど実践的で首皮のli:l¥1、内容です 。外国人への指

導の1:1方を学ぶと共に、日本人が改めて正しい日本訴を

学び、身に付けることのできる此重な講出です。延べ21

時II¥Jの講義を修了した皆さんには、協会ボランティア講師

として日本語講駈や、プライベートレッスンでの今後の活

路!が期待されています。

l (1/EHB) 
月 マリンガ市青年派遣団来訪

植田31一同長と15寸-23才の9名のマリン

カnli1!j:ijーが来日し、4B III1))n古川市に滞在しま

した。青年述は、以前JJI1"j!i川市からマリンガ

市に派泣きれた←占'1宅にホームステイし、お

互いの興なった文化や\"l '~'1を体験しながら理

解と交流を深めました。{iEZI中はホストファミリ

ーと過ごすほか、111内の施設見学をするなど

充実した時間を過ごしました。

2f1 ~ル10)月第12固加古川市障害者海外派遣

今年はS:glの派遣生と医師を合む引WIO名が、ニ
ュージーランドワイタケレ市へ派遣されまLた。11¥発ま
でに、簡単な英会話や社'1ilj研修などを経て、点}lの

国で、のびのびと乗馬セラピーや段場開物館見学を

しました。親元を雌れての外国での生活に、'1i.，(初は戸

惑いながらも、現地の人々のおおらかで使しい対比、に、

感激いっぱいの旅となりました。このような事業は全

問的にも珍しく、各方Tfijから泊目されています。とりわ

け今回は新聞記者も同行し、レンズをとおして皆の12

かな表情を垣間見ることができました。

5 
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年 齢

JICAは、ボランティア精神をもって開発途上国の国造り、人造りに

協力したいと希望する烈意ある人々を世界に派遣しています。

あなたの妓術、知識、経験を活かして、現地の人と共に働き、

菌づくりに協力してみませんか。

現在JICAでは、以下の要領でボランティアを募集しています。

青年海外協力隊
シニア海外ボランティア

日系社会青年ボランティア

20歳-39歳まで 40歳-69歳まで

応募資格 上記年齢であり日本国籍をもっ心身ともに健康な方

募集期間 年2回 (春 秋)く日系社会青年は春、日系社会シニアは秋のみ〉

派遣期間 原則として2年 1年ないし2年

その他個別相談も随時実施しています。詳細については、下記へお問い合わぜ下さい。

独立行政法人国際協力機梢JICA(ジャイ力)兵庫
電話 078-261 -0352または078-261 -0341 

なお、 JICAホームページでも説明会や募集についてご案内しています。
ホムベジアドレス http//www.jica.go.jp/branch/hic/jocv/index.htm 1 

資料郵送希望の方は住所氏名希望資料名を明記し390円(日系シニアは240円)
切手を同封の上、下記へ己請求下むい。

干651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2JICA 兵庫ボランティア担当

【 十一一一平竺竺ー??-11~アィ : G :J; tlc::~ \Qf;;:!l<~t 菓子~・

-材"I(26cmX 19cmのパイ皿!枝分1・
りんご(紅玉):2固薄力粉 1708 Iiタ-:858 砂穂 85g
水大ごじ2 シナモン適宣 レーヌン通宣(@るま，号に戻しておく)

.作り巧・
①りんご16度と芯を取り、小ごくいちょう切りに切り、変色を防ぐため、薄めのI量水
!こつけ水買を切る
⑦パイ凹にバター(分塁外)を薄く塗り、オーフンを 180.CIこ温めておく。
⑦①のりんこを鈍に入れ、水と砂糖の約半畳を加え、煮詰め、冷ましておく。

④フランフんを作否。ボウんに薄力粉とバター(細かく切ったちの)を入れ、指でこ
すり合わせ否よ引こして、ポロポロω状態にする。砂糖を加え混ぜる。
⑤③の煮臨めたりんこをパイ皿に販さ、レ ヌン・シナモンパウタ を;3，り、よかう
つランフんで表薗を罰い、 180.Cのオーフンの中段で40-50分焼く。

論座の中で、とても好評だったお菓子です。ぜひ挑戦してみてください。



~在住外国人紹介のページ~

今回は加古川市に在住のインドネシアくパダン>出身の女性にお話 をうかがいます。
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日本語はどのようにして覚えましたか?

，4M初、 FI本誌はとても献しいと巴吋した。でも
u本語が上手になりたいと思い ll~初は日本J!?の

本で勉強Lました。それかり少しずつ日本J!?をL

べ'ベる梨I!習を LまLた。そしてテレビのニュース

を見て、わから企いJ出を昨JFで調べてメモをJF

いて師目覚えま Lた。さらに同際交流センターで

勉強でき助かりました。

日本で回ったことはありますか?

身 いろいろな述いを感じました。日本に来たときは

冬だったので、とても謀かったです。インド不シ

フ には冬がありません。 試i品も )1~ くて 23JJ.[です 。

でもそれから荘、は今日んでいる環J克に自分自身を

地lじさせていかなければなりないと思いました。

今は日本が私のふるさとのようです。 とても ~);;.H

きです。
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インドネシアの紹介をお願いします。

身 インドィ、シアは京市アジアにある回で、人11は約

2位，です。イ/ドヰンアには王t色のいいところ

がたくさんあります 。一帯有名止ところはパリと

ロンボクです。どうぞインドネシアに来てくださ

い。インド不ンアについて知りたいと きはたずね

てくださいね。
、 i dw 

〈市内の加茂神社にて〉

インドネシアと日本の一番大琶な遣いは何ですかっ

浮 気候です。インドネンアは酬の同ですから附

と乾宰だけで 句'1'出で吋げます。
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どうもありがとうございました
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INFORMATION 
【 新メンwー募集 E 

国際交流センヲーでは、さまざまな自主グループが活動してお口、下記のとおりメンバーを募集してい

ます。詳細は、代表者にお問い合わせください。

踊座名 レベル

l ハングル勉強会 上級

2 加古川卜ヨイル (1¥ングル) 中級

3 ハングル講座 初心者~上級

4 楽しく学ぶ中国語 初級

5 楽しく学ぶ中国語 上級

6 中国語サ クル長城 初中級

7 フフンク大学(英会話) 中上級

8 Saturday Chats (英会話) 中級

9 時事英語勉強会 中上級

10 英会話サークル 初級

1/ The New Ecc (英会話) 中上級

12 スペイン語学習会 初中級

テレホンカード・古ハガキの回収

使用済みのテレホン力 ドやオレンジ力 ド、百

切手、舛貨コインを回収しています。

ハガキはo告損じなど古いものでも結構です。m
まったものは日本国際ボランティアセンタ を通じ

て、東南アジアの復興に役立て己れます。協会まで

持参、もしくは郵廷してください。み怒さんのご協

力をお願いしま官。

国際交流センター利用案内

-貸館時間 午前9時から午後9時まで
(ただし 日臨日は午後5時まで)

・休 館日 毎週月曜日.ただし、由民の休日等が

月曜日にあたるときはその翌日

編集 後記

活動日 代聖者連結先

火 1日時-21時 李 茸〈 陣 090-3992-0626

土 !日時半-2日時 李 茸〈 時 090-3992-0626

日 10時-128寺 山 本 祐作 (口794)28-1055 

木 日時-1日時半 阿部英 雄 (0794)38-7017

木 10時半-12時半 阿 部英 雄 (口794)38-70 17 

土 13時-15時 寺下 賢志(0794)27-610 1 

火 1日間-21時 岸本敏美(口794)28-0552 

土 10時-12時 木村正 取(口794)54-3440 

童日時-12時 野崎一 恵 (口794)54-245日

水 19時-21時 北村 典子(口794)22-2283 

土 !日時-12跨 板白血雄 090-3860-4417

士 10時-12時 永井 辺子 {口794)24-2748 

ボランティア募集

協会の事業をお手伝いしてくださるボランティ

ア在募集しています.

①E古学ボランティア
苦悩交流事業での通訳、ガイド及び翻訳

② 告極廿 ビスボランアィア

日本文化の紹介外国人への日本語指導など

③ ホ ムステイボランティア

外国人のホ ムステイ受け入れ

賛助会員募集

枠さんこんにちはe 各組，Wi!.<H事加者やセン タ-，fll川
者も '1 々 mぇ、協会のJ取り組んでいる綿々 な記副C'I~~駐

やボランティア活動の状況から、協会の鼎たす役例の

1[(型性と必控性を再認脱しています。 よ り _.~'1併さん

の期待に応えれるよう、努力していきたいと巴います。

国際交流に|則する みなさんのご立見 ご些出をお待

ちしております。

協会では、毎年国際交流活動や外国人の受け入れ

!Jl撲など 各種事識をご支援くださる筑助金員在募

集しています。

会資は事業詑の一部として活用させていただき苦

す。

.年会費

個人 1口
図体 1口
法人 1口

2日∞円
5，000円

10.000円

2曲 ，1'1'4)]発行

(財)加古川市国際交流協会
〒日75-0017加白川市野口町良野387-1
TEL 0794-25-1 166 
FAX 0794-25-0200 

E-mail kia@city.kakogawa.hyogo.jp 

- 申込岳

協会事務所、市役所案内などにあります。

詳しくは協会まで。

*会員1ζは、 指定旅行社の優待割引制度 事業参加

fJ.の割引主主どの特典があります。


